









一一一一一 一 一 【 42 】一一一一一一 一
氏名・(本籍) 森 久
学位の種類理学博士
学位日己審号- 空合ち"--.1 541 
号
学位授与の日付 昭和 39 年 3 月 26 日















石炭中の灰分を定量するために， 100メッシュ以下に粉砕した石炭試料にSr90- y90の 8 線を入射し， 1350 
の散乱角そ有する散乱線を GM カウンターで 3 分間計数した。灰分劣と散乱和il強度との聞には相関関係が
あり， m準偏井:は0.85労であったが，乙の偏売は灰分組成の変動によることがわかった。 x線の散乱によ













また後方散乱率G と散乱休の原アー番号 Z との問の関係を表わす Zumwalt の経験式 G= 1 --e-Z /40は，
ある特別の角度(入射角 38 0，散乱角 142 0 ) に於てのみ成立するもので一般的ではないととを明らかにし
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これを要するに森久君の論文は従来殆んど開発されていない 3 線後方散乱分析法について，入射角， 散
乱角の規定とフイノレターの利用という新たな見地から某礎研究をやりIH:して感度向上のための条件を見出
し，乙れを石炭灰分の迅速分析にほじめて適用して実用化に成功したもので応用放射化学ならびに分析化
学に寄与する所少くなく，従って博士学位論文として十分の価値をょうするものと認められる。
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